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－これまで何がわかったか：－これまで何がわかったか：
今後何をするのか－今後何をするのか－

平成１５年度成果報告会平成１５年度成果報告会

メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアムメタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム

プロジェクトリーダプロジェクトリーダ 田中田中 彰一彰一

我が国におけるメタンハイドレート
開発計画とその進捗
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ハイドレートの構造ハイドレートの構造ⅠⅠの形の形

(From E.D.Sloan,(From E.D.Sloan,JrJr))
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正１２面体の構造にメタンが入り込んだ状態正１２面体の構造にメタンが入り込んだ状態

緑：メタン

赤：酸素

白：水素
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メタンハイドレートの存在する温度と圧力メタンハイドレートの存在する温度と圧力
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メタンハイドレートの分解により生成するメタンハイドレートの分解により生成する
メタンガスと水の目安メタンガスと水の目安

１m3

ハイドレート

155 m3

メタンガス

0.8m3

水

（標準状態）
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天然に賦存するメタンハイドレートの調査の経緯天然に賦存するメタンハイドレートの調査の経緯

１９６５年１９６５年 ロシアロシア シベリアの永久凍土地帯の天然シベリアの永久凍土地帯の天然
のメタンハイドレートの存在を確認のメタンハイドレートの存在を確認

１９６９年１９６９年 ロシアロシア 西シベリアのメソヤハガス田の生西シベリアのメソヤハガス田の生
産開始（ハイドレート層を含んでいる？）産開始（ハイドレート層を含んでいる？）

１９７２年１９７２年 アメリカアメリカ アラスカでメタンハイドレートコアアラスカでメタンハイドレートコア
採取採取

１９７４年１９７４年 カナダカナダ マッケンジーデルタのメタンハイドマッケンジーデルタのメタンハイド
レートを報告レートを報告

１９７０年代１９７０年代 海底下海底下の特異な反射面の特異な反射面ＢＳＲＢＳＲをを認識認識
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海底下地層中に見られるＢＳＲの例海底下地層中に見られるＢＳＲの例
アメリカアメリカBlack RidgeBlack Ridgeの記録の記録

ＢＳＲ：海底疑似反射面ＢＳＲ：海底疑似反射面 （倉本（（倉本（19971997）より））より）
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我が国のメタンハイドレート調査の経緯我が国のメタンハイドレート調査の経緯

１９７０年代後半日本周辺の数海域でＢＳＲの分布を認識１９７０年代後半日本周辺の数海域でＢＳＲの分布を認識

国際深海掘削計画（ＯＤＰ）による科学的調査国際深海掘削計画（ＯＤＰ）による科学的調査

＊日本海東縁：奥尻海嶺＊日本海東縁：奥尻海嶺 １９８９年１９８９年

ＯＤＰＯＤＰ ＬｅｇＬｅｇ １２７１２７ ＳｉｔｅＳｉｔｅ ７９６Ｂ７９６Ｂ 水深２，５７０ｍ水深２，５７０ｍ

少量のメタンハイドレート塊を採取少量のメタンハイドレート塊を採取

＊南海トラフ：四国沖＊南海トラフ：四国沖 １９９０年１９９０年

ＯＤＰＯＤＰ ＬｅｇＬｅｇ １３１１３１ ＳｉｔｅＳｉｔｅ ８０８Ｆ８０８Ｆ 水深４，６８４ｍ水深４，６８４ｍ

少量のメタンハイドレート塊を採取少量のメタンハイドレート塊を採取
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日本周辺海域のＢＳＲ分布と坑井位置日本周辺海域のＢＳＲ分布と坑井位置

日本海東縁：奥尻海嶺日本海東縁：奥尻海嶺

ODP site 796B (1989)ODP site 796B (1989)
水深水深 ２，５７０ｍ２，５７０ｍ

南海トラフ；四国沖南海トラフ；四国沖

ODP site 808F (1990)ODP site 808F (1990)
水深水深 ４，６８４ｍ４，６８４ｍ

基礎試錐「南海トラフ」基礎試錐「南海トラフ」

１９９９年～２０００年１９９９年～２０００年

水深水深 ９４５ｍ９４５ｍ

佐藤幹夫（２００１）より佐藤幹夫（２００１）より
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我が国のこれまでの取組み我が国のこれまでの取組み

平成６年６月：石油審議会「第８次国内石油及び可燃性天然平成６年６月：石油審議会「第８次国内石油及び可燃性天然
ガス資源開発５ヵ年計画」（平成７年度から平成１１年度）ガス資源開発５ヵ年計画」（平成７年度から平成１１年度）

平成６年度：天然ガス検討会平成６年度：天然ガス検討会 新資源分科会新資源分科会

平成７年度～平成１２年度：平成７年度～平成１２年度：

石油公団「メタンハイドレート開発促進調査」石油公団「メタンハイドレート開発促進調査」

平成７年度～平成１２年度：平成７年度～平成１２年度：

石油公団石油開発技術センター特別研究石油公団石油開発技術センター特別研究

「メタンハイドレート開発技術」「メタンハイドレート開発技術」

平成１０年２月～３月：国際共同研究「マリック２Ｌ－３８ガス平成１０年２月～３月：国際共同研究「マリック２Ｌ－３８ガス
ハイドレート調査井」ハイドレート調査井」

平成１１年１１月～平成１２年２月：基礎試錐「南海トラフ」平成１１年１１月～平成１２年２月：基礎試錐「南海トラフ」

Research Consortium for Methane Hydrate Resources in Japan
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基礎試錘 南海トラフ

メタンハイドレートを含
む砂質層のコア

１９９９年１１月－

２０００年２月

石油公団提供
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PerformancePerformance

Performance of  PTCS atPerformance of  PTCS at NankaiNankai TroughTrough

Coring length: 79 mCoring length: 79 m

Recovered core: 29.1 m  (37 %)Recovered core: 29.1 m  (37 %) 石油公団提供
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基礎試錐基礎試錐「「南海トラフ」の成果南海トラフ」の成果

Ａ．Ａ． BSRBSRの解釈の解釈
①① 下部下部層は層は数％のガスを含む水層数％のガスを含む水層
②② 上部上部層は層はメタンハイドレートメタンハイドレートを含むを含む層層
Ｂ．Ｂ． メタンハイドレート層の性質メタンハイドレート層の性質
③③ 砂質層。砂質層。 世界最初の海洋における発見世界最初の海洋における発見
④④ 孔隙充填型。孔隙充填型。
⑤⑤ ガスは生物起源。（ガスは生物起源。（BiogenicBiogenic typetype））
⑥⑥ ある厚さのある厚さの砂砂層が連続層が連続
Ｃ．Ｃ． 掘削技術掘削技術
⑦⑦ ＰＴＣＳＰＴＣＳによるハイドレートコアの採取。によるハイドレートコアの採取。 世界最初の世界最初の技術技術開開
発発

⑧⑧ 水深９４５ｍでの掘削に成功水深９４５ｍでの掘削に成功。。日本のライザー掘削の記録日本のライザー掘削の記録
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我が国の最近の取組み我が国の最近の取組み

平成１２年８月：石油審議会開発部会基本政策小委平成１２年８月：石油審議会開発部会基本政策小委
員会中間報告員会中間報告

平成１３年６月：総合資源エネルギー調査会石油分平成１３年６月：総合資源エネルギー調査会石油分
科会開発部会天然ガス小委員会報告科会開発部会天然ガス小委員会報告

平成１３年７月：経済産業省資源エネルギー庁：平成１３年７月：経済産業省資源エネルギー庁：

「メタンハイドレート開発計画について」「メタンハイドレート開発計画について」

メタンハイドレート開発検討委員会報告：メタンハイドレート開発検討委員会報告：

「我が国におけるメタンハイドレート開発計画」「我が国におけるメタンハイドレート開発計画」

「技術開発内容検討詳細資料」「技術開発内容検討詳細資料」



9

Research Consortium for Methane Hydrate Resources in Japan

「メタンハイドレート開発計画」の実行「メタンハイドレート開発計画」の実行

平成１３年度より研究開始平成１３年度より研究開始

平成１３年１２月～平成１４年３月：第１回陸上産出平成１３年１２月～平成１４年３月：第１回陸上産出
試験試験

平成１４年３月２０日：メタンハイドレート資源開発研平成１４年３月２０日：メタンハイドレート資源開発研
究コンソーシアム（略称：ＭＨ２１研究コンソーシア究コンソーシアム（略称：ＭＨ２１研究コンソーシア
ム）発足ム）発足

Research Consortium for Methane Hydrate Resources in Japan

目標達成に向けた開発スケジュール目標達成に向けた開発スケジュール
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Mallik

3L-38,4L-38,5L-38

第１回陸上産出試験（平成１３年１２月～平成１４年３月）
Mallik 2002 Gas Hydrate Production Research Well Program

試験場所：

カナダ マッケンジーデルタ

マリック構造

Research Consortium for Methane Hydrate Resources in Japan

マリック2002ガス
ハイドレート産出
試験研究井プロ
グラム参加組織
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マリックにおける坑井の写真
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ＭＤＴを用いた減圧法試験ＭＤＴを用いた減圧法試験

試験時間：約１０時間

測定項目：

＊地層の圧力

＊地層の浸透性

試験項目：

①減圧によるハイドレート

の分解とメタンガスの生

成の確認

②水圧によるフラクチャの

生成の確認
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温水循環法による産出試験温水循環法による産出試験

ハイドレート層
の分解によるメ
タンガスの流入

穿孔深度：907ｍ～920ｍ

試験時間：5日間

合計ガス産出量：

約500ｍ３

世界で最初の地下の
メタンハイドレート層
の分解による連続し
たメタンガスの産出に
成功

Research Consortium for Methane Hydrate Resources in Japan

Mallik 5L-38のフレア
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目標達成に向けた開発スケジュール目標達成に向けた開発スケジュール
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東海沖－熊野灘海域における調査東海沖－熊野灘海域における調査

平成８年度：地震探査平成８年度：地震探査

平成１１年度：基礎試錐「南海トラフ」平成１１年度：基礎試錐「南海トラフ」

（平成１３年度開発計画策定）（平成１３年度開発計画策定）

平成１３年度：地震探査平成１３年度：地震探査

平成１４年度：平成１４年度：33次元地震探査（３海域）次元地震探査（３海域）

平成１４年度：地化学探査平成１４年度：地化学探査

平成１５年度：基礎試錐「東海沖～熊野灘」平成１５年度：基礎試錐「東海沖～熊野灘」
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目標達成に向けた開発スケジュール目標達成に向けた開発スケジュール
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メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアムの組織メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアムの組織
（平成１６年５月現在）（平成１６年５月現在）
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成果発表及び提案公募研究成果発表及び提案公募研究

研究成果発表数研究成果発表数

平成１４年度：平成１４年度： ６６件６６件

平成１５年度：１５７件（国際会議３１、国内会議５６）平成１５年度：１５７件（国際会議３１、国内会議５６）

提案公募研究採択数提案公募研究採択数

平成１４年度～平成１５年度：６件平成１４年度～平成１５年度：６件

平成１５年度～平成１６年度：５件平成１５年度～平成１６年度：５件



16

Research Consortium for Methane Hydrate Resources in Japan

日本の海洋石油天然ガス開発・調査の現状日本の海洋石油天然ガス開発・調査の現状

：生産用プラット

フォーム設置地

点

：掘削地点

Research Consortium for Methane Hydrate Resources in Japan

ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。


